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紹
　
介

信
多
純

一
著

『
浄
瑠
璃
御
前
物
語

の
研
究
』

正
　
木
　
ゆ
　
み

『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
（以
下

『
浄
瑠
璃
』
と
略
称
）
は
、
三
河
国
矢
作
の

長
者
の
娘
で
、
峰
の
薬
師
の
申
し
子
で
あ
る
浄
瑠
璃
御
前
と
、
奥
州
の
藤
原

秀
衡
の
も
と

へ
向
か
う
源
氏
の
御
曹
司
牛
若
と
の

一
夜
の
は
か
な
く
も
情
熱

的
な
恋
の
物
語
で
あ
る
。
中
世
に
成
立
し
た
こ
の
物
語
は
、
座
頭
に
よ

っ
て

語
ら
れ
、
近
世
に
は
、
操
浄
瑠
璃
と
い
う
新
し
い
芸
能
を
生
む
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
音
曲

。
文
芸

・
絵
画
の
題
材
と
し
て
豊
か
に
展
開
し
て
い
く
。
本
書

は
、
こ
の

『浄
瑠
璃
』
の
諸
本
研
究

・
注
釈
研
究
に
お
い
て
、
業
績
を
積
ま

れ
て
き
た
信
多
純

一
氏
が
書
き
下
ろ
さ
れ
た
書
で
、
氏
の

『浄
瑠
璃
』
研
究

の
集
大
成
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
、
第
二
部

「
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
の
成
立
」
（第

一
～
三
章
）
、

第
Ⅱ
部

「
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
の
展
開
」
（第

一
～
三
章
）
、
結
章

「
『
浄
瑠

璃
御
前
物
語
』
の
世
界
」
、
「付
録
」
、
と
い
う
構
成
を
持

つ
。

前
述
の
通
り
、
『浄
瑠
璃
』
は
、
日
本
文
化

。
文
学
史
上
き
わ
め
て
重
要

な
作
品
で
、
諸
本
も
多
く
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
『
浄
瑠
璃
』
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
物
語
と
し
て
成
立
し
た

の
か
、
そ
の
原
像
を
め
ぐ

っ
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

特
に
、
二
人
の

一
夜
の
恋
の
後
に
展
開
す
る

「吹
上

（旅
中
の
牛
若
の
受
難

を
描
く
章
段
と

以
降
の
話
が
、
本
来
備
わ

っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
後

の
増
補
で
あ
る
の
か
が
議
論
の
焦
点
で
あ

っ
た
。

信
多
氏
は
、
前
者
の
立
場
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
中
で
も
、
「申
し
子
」

か
ら

「吹
上
」
以
降
の
展
開
ま
で
を
適
宜
要
約
し
な
が
ら
網
羅
す
る
山
崎
美

成
旧
蔵
写
本

（以
下

「山
崎
写
本
」
と
略
称
）
こ
そ
が
、
『浄
瑠
璃
』
の
原

像
を
伝
え
る
善
本
と
主
張
さ
れ
て
き
た

（『絵
巻
上
瑠
璃
』
［京
都
書
院
　
昭

和
５２
　
辻
惟
雄

・
坂
田
泉
と
共
編
］
、
『
じ
や
う
る
り
　
十
六
段
本
』
［大
学

堂
書
店
　
昭
和
５７
　
横
山
重
と
共
編
∪
。

本
書
第
Ｉ
部
第

一
章

「『浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
の
原
像
」
で
は
、
そ
の
説

を
、
諸
本
の
綿
密
な
校
合
に
よ
り
改
め
て
立
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、
『浄
瑠

璃
』
は
、
峰
の
薬
師
の
申
し
子
浄
瑠
璃
御
前
が
、
恋
の
受
難
を
経
て
、
成
神

成
仏
の
果
を
遂
げ
る
本
地
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
。

第
Ｉ
部
第
二
章

「
『浄
瑠
璃
』
新
出
本
二
種
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
新
出

本
で
あ
る
阪
口
弘
之
氏
蔵
本

『十
二
た
ん
さ
う
し
』
（慶
安
五
年

［
一
六
五

二
］
写
本
　
以
下

「阪
日
本
」
と
略
称
）
の
書
写
姿
勢
や
後
記
な
ど
を
根
拠

に
、
山
崎
写
本
が

『浄
瑠
璃
』
の
原
像
を
伝
え
る
本
で
あ
る
と
い
う
説
を

一

層
強
固
な
も
の
と
さ
れ
た
。
信
多
氏
が
、
本
書
を
書
き
下
ろ
さ
れ
た
の
も
、

こ
の
阪
日
本
と
の
出
会
い
が
大
き
な
契
機
で
あ
る
と
い
う

（本
書

「あ
と
が

き
」
参
照
。
本
書

「付
録
」
に
、
阪
日
本
の
翻
刻
と
影
印
掲
載
）。

第
Ｉ
部
第
二
章

「復
原

『浄
瑠
璃
御
前
物
語
ヒ

で
は
、
山
崎
写
本
を
中

心
に
、
現
存
諸
本
か
ら
、
原
像

『浄
瑠
璃
』
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
網
羅
し

た
表

「『浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
復
原
案
」
を
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
復
原

案
は
、
今
後
の

『浄
瑠
璃
』
研
究
の
基
礎
と
な
る
労
作
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
第
Ⅱ
部
で
は
、
「悲
恋
物
語
で
あ
り
、
本
地
物
構
造
を
持

つ
」

（本
書
結
章
二
七
四
頁
）
『浄
瑠
璃
』
の
原
像
の
本
質
が
、
様
々
に
形
を
変
え



な
が
ら
も
、
中
世

・
近
世
の
音
曲

。
文
芸

・
絵
画
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
様
相
を
、
復
原
案
も
活
用
し

つ
つ
、
鮮
や
か
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
第
二
章

「近
世
初
期
小
説
と

『
浄
瑠
璃
ヒ

に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
五
年
六
月
開
催

の
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

で
の
氏

の
御
発
表

「
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
の
原
像
と
そ
の
影
響
―
仮
名
草
子
を
中
心
に
―
」
が

基
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
推
察
す
る
。
阪
日
本
の
出
現
に
よ
り
、
『
浄
瑠
璃
』

の
原
像
が
よ
り
鮮
明
に
な

っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
書
に
お
い
て
初
め
て
、
長
年

あ
た
た
め
て
こ
ら
れ
た
御
論
を
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
我
々
近
世
文
学

研
究
者
に
と

っ
て
は
、
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
稿
者
が
強
く
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
同
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、

近
世
初
期
小
説

『
恨
之
介
』
と

『
浄
瑠
璃
』
と
の
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
以

上

の
深
い
関
係

で
あ
る
。
『
恨
之
介
』
と

『
浄
瑠
璃
』
と
の
関
係
は
従
来
指

摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
仮
名
草
子
集
』
（岩
波
日
本
古
典
文
学
大

系
　
昭
和
４〇
　
一則
田
金
五
郎
校
注
）
の
頭
注

・
補
注
に
も
、
『
浄
瑠
璃
』
諸

本
か
ら
文
辞
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
第
Ⅱ
部
第
二
章
で
は
、
『
浄
瑠
璃
』
復
原
案
を
核
に
、
『
恨

之
介
』
（古
活
字
本
）
と

『
浄
瑠
璃
』
と
の
関
係
を
再
検
討
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
文
辞
や
場
面
に
つ
い
て
も
、
両
作
の
密

接
な
関
連
を
新
た
に
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
信
多
氏
は
、
『
恨
之
介
』
の

作
者
が
、
『浄
瑠
璃
』
の
諸
本
か
ら
取
捨
選
択
し
て
文
辞
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
『浄
瑠
璃
』
の
原
像
を
伝
え
る

一
本
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
文
辞
の
み
な
ら
ず
、
『
浄
瑠
璃
』
の
原
像
の
構
成

（
＝
本
地
物
構
造
）

を
も
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
新
見
も
提
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
『
浄
瑠
璃
』
の
影
響
下
に
な

っ
た
中
世
小
説

『
ふ
く
ろ
う
』
（本

書
第
Ⅱ
部
第
二
章

「
中
世
小
説
と

『
浄
瑠
璃
ヒ

参
照
。
本
書

「
付
録
」
に

新
出
の
奈
良
絵
本

『
ふ
く
ろ
う
』
の
翻
刻
と
挿
図
掲
載
）
の
文
辞
や
構
成
も

ま
た
、
『恨
之
介
』
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
『
恨
之

介
』
と

『
ふ
く
ろ
う
』
と
の
関
係
は
、
今
ま
で
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と

は
な
く
、
本
書
の
指
摘
は
貴
重
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
周
知
の
よ
う
に
、
『
恨
之
介
』
は
、
先
行
す
る
多
く
の
芸
能

や
小
説
か
ら
文
辞
を
取
り
入
れ
て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
指
摘

に
よ
り
、
『
浄
瑠
璃
』
の
原
像
を
伝
え
る
本
、
お
よ
び
そ
の
影
響
下
に
成
る

『
ふ
く
ろ
う
』
が
、
文
辞

レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
典
拠
と
は
決
し
て
同
列
で
は

な
く
、
『
恨
之
介
』
の
物
語
全
体
の
構
造
に
ま
で
及
ぶ
、
よ
り
深
い
レ
ベ
ル

で
の
典
拠
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が

っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
『
浄
瑠
璃
』
そ
の
も
の
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
影
響
下
に
成
る
中
世
小
説

。
近
世
初
期
小
説
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要

な
問
題
を
多
く
提
起
す
る
意
義
深
い
書
と
い
え
よ
う
。

（岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
八
月
、
三
六
〇
頁
、　
一
一
，
五
五
〇
円
）

（ま
さ
き

。
ゆ
み
　
一示
都
女
子
大
学
准
教
授
）


